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　近
年
、文
化
・
芸
能
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
若
い
人
た
ち
の
活

躍
が
素
晴
ら
し
い
。将
棋
の

藤
井
さ
ん
、卓
球
の
張
本
さ

ん
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ん
や
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ん
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ど
な
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な
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情
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い
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入
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相
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か
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ひ
ろ

増田 哲子さん（大和町在住）

春日市 写真連盟 写友会弥生
ます　だ　　てつ　こ

きかせて！ あなたの未来 vol.5市民の皆さんにお聞きします

かすがの
写真募集
します

　被写体には孫や人物をよく撮影し
ています。会の会員から募集要項の紹
介があったときに「人物が写っている
こと」がいいなと思い応募しました。

表紙写真応募のきっかけは？

　「かすが」、「春の日」という名前がい
いですね。大和町という名前も好きで
す。春日市に住んで30年になります
が、公園、緑が多く、住みやすいと感じ
ます。奴国の王墓が発見された春日市
は「日本の夜明け」と呼ばれていいか
もしれませんね。

春日市のここが好き！

　子どもからお年寄り、障がいがある方が安心し
て住めるまちづくりをお願いしたいです。子育て
世代の方も増えてきたと感じるので、女性が出産
後も働きやすいまちになってほしいと思います。

　大和町は南福岡駅からみると春日市の入り
口でもあるので、西側改札の新設や安全に人が
行き来できる遊歩道などの利便性が高まるこ
とを期待します。

春日市議会のここに期待しています

今回は数々のコンテストで多数受賞歴
をお持ちの増田さんから表紙写真をご
応募いただきました。ありがとうございま
した！

議会・議員
への関心が
増えました

議会や政治の
イメージが身近なものに
感じて、もっと関わりた
いと思いました

定例会以外
の活動を
見てみたい

「ボクも消防士」
昨年度消防フェアにて
撮影　増田哲子さん（大和町）
撮影者の紹介はＰ16へ

お孫さんと第58回西日本
フォトコンテスト文部科
学大臣賞受賞作品「ボク
もさかなクン」と一緒に
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議 案 審 議9月
定例会 ９月３日～９月26日（24日間）

委員会付託議案：総務文教3件、市民厚生10件、地域建設6件、決算審査特別1件

全員賛成

可決
全員賛成

可決

賛成多数

可決

インターネットで録画配信しています 検索春日市議会

定例会での質疑のうち２～4ページで
主な議案についてご紹介します

福岡春日シーキャッツへ補助金支援

一般会計補正予算（第３号）
トップチーム育成補助金　
一般会計補正予算（第３号）
トップチーム育成補助金　

問
チームの 2018年度の活動概算経費を基
に、年間の運営費1千万円のうち4分の
1程度と算出した。

補助金 250万円の算出根拠は。

答

総務文教
委員会

市民厚生
委員会

　春日市を活動拠点とし、バレーボールのト
ップリーグであるＶリーグへの参入を目指し
ている女子バレーボールチーム「福岡春日シ
ーキャッツ」に対する支援として補助金を交
付する。また、（仮称）春日市トップチームの
育成及び支援に関する要綱を策定し、併せて、
当該チームもしくは運営母体となる団体と市
との間にスポーツによるまちづくりに関する
連携協定を締結する。

　なお、委員会では、本案に対して附帯決議
案が提出され、討論、採決の結果、賛成多数
により可決した。内容は、①春日市補助金等の
交付に関する規則に基づく適正な審査に努め
ること。②個別の補助金交付要綱の作成に努め
ること。③上記について所管委員会に適宜報告
すること。

　ラグビーワールドカップに向けて、練習場である
白水大池公園多目的広場周辺の環境を整備する。春
日市では、アイルランドチームと敗者復活予選優勝
チームが公認チームキャンプ地として、練習などを
行う。

住民票などの
コンビニ交付サービス開始へ

印鑑条例の一部改正、手数料条例の一部改正印鑑条例の一部改正、手数料条例の一部改正

　コンビニエンスストア、スーパーマーケッ
トや郵便局などに設置された多機能端末機で
住民票などの証明書を取ることができる「コ
ンビニ交付サービス」を開始する。
　なお、戸籍証明書の交付では、市外に住ん
でいて本市に戸籍がある方は、本市のシステ
ムに利用登録申請が必要となる。

問

問

定期的な利用や使用料の減免など側面的
な支援ができないのか。
できるだけ練習できるよう配慮はしてい
るが、１年の実績後に定期的な利用につ
いて検討したい。減免は最初から要件に
当てはめることは難しく、今回補助とい
う形で整理している。

補助金ありきの運営費ではないのか。

ファンクラブを立ち上げ、企業・団体な
どからの協賛金は目標を達成していると
聞いている。自分たちで運営資金を集め
る努力は十分されているが、チームが強
くなるほど遠征費などがかさみ、当面３
年間程度は補助が無いと厳しいと考えら
れるため、スタートアップの補助金とし
て予算措置する。

答

問 多目的広場付近のトイレ改修は、バリアフリー
化の検討も含めて今後設計するということだ
が、増設の考えは。
改修はあくまで設備などの老朽化への対応で
ある。ラグビーワールドカップのキャンプ期
間中は観客が増えるため、仮設トイレの設置
を検討している。

答

問 コンビニ交付サービスの開始に伴う費用
対効果は。
証明書のコンビニ交付が進めば、休日夜
間における市民サービスが向上するとと
もに、将来的には市役所窓口の委託料の
軽減など経費削減の効果も見込めると試
算している。

印鑑証明書は複写できない特殊な用紙だ
がコンビニ交付サービスでは。
市役所の改ざん防止用紙と全く同じもの
ではないが、コンビニエンスストアなど
が発行する改ざん防止用紙で出力され
る。

答

問

答

問 交付対象証明書の選定基準は。

窓口で利用頻度の高いものを選定した。
29 年度実績での年間発行枚数は、住民
票約6万3千枚、戸籍証明約2万6 千枚、
印鑑証明約3万 4千枚、納税証明と課税
証明約 2万5千枚で、これらがほぼ市民
が取る証明書なので、これをカバーしよ
うという考えで選定した。

答

答

■01
■02
■03
■04
■05
■06
■07
■08
■09
■10
■11
■12
■13
■14
■15
■16
■17
■18
■19
■20
■21
■22
■23
■24
■25
■26
■27
■28
■29
■30
■31
■32
■33
■34
■35
■36
■37
■38
■39
■40
■41
■42
■43

採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

　証明書のコンビニ交付サービ
スは、制度導入以来多くの問題
を抱える個人番号カードを取得
することが条件であり、このサー
ビスで新たな問題が懸念される。

反対 吉居 恭子 議員
コンビニ交付サービス
平成31年２月上旬開始（予定）

コンビニ交付サービスの
手続きには

マイナンバーカードが
必要です

マイナンバー
カード

附帯決議
附帯決議は、委員会に付託された案件に対する執行
上の要望、留意事項（条件を付すことはできない）な
どを委員会の意思としてまとめたもの。地方自治法、
条例や規則で認めたものでなく、法的拘束力はない。

ラグビーワールドカップ2019™
練習場周辺の環境整備

一般会計補正予算（第３号）
白水大池公園施設改修事業費
一般会計補正予算（第３号）
白水大池公園施設改修事業費議

案
審
議

一
般
質
問

一
般
質
問

　

定
例
会
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視
点
・
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点
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会
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会
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・
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果

23 かすが議会だより 2018年11月15日 193号  かすが議会だより



議 案 審 議9月
定例会 ９月３日～９月26日（24日間）

委員会付託議案：総務文教3件、市民厚生10件、地域建設6件、決算審査特別1件

全員賛成

可決
全員賛成

可決

賛成多数

可決

インターネットで録画配信しています 検索春日市議会

定例会での質疑のうち２～4ページで
主な議案についてご紹介します

福岡春日シーキャッツへ補助金支援

一般会計補正予算（第３号）
トップチーム育成補助金　
一般会計補正予算（第３号）
トップチーム育成補助金　

問
チームの 2018年度の活動概算経費を基
に、年間の運営費1千万円のうち4分の
1程度と算出した。

補助金 250万円の算出根拠は。

答

総務文教
委員会

市民厚生
委員会

　春日市を活動拠点とし、バレーボールのト
ップリーグであるＶリーグへの参入を目指し
ている女子バレーボールチーム「福岡春日シ
ーキャッツ」に対する支援として補助金を交
付する。また、（仮称）春日市トップチームの
育成及び支援に関する要綱を策定し、併せて、
当該チームもしくは運営母体となる団体と市
との間にスポーツによるまちづくりに関する
連携協定を締結する。

　なお、委員会では、本案に対して附帯決議
案が提出され、討論、採決の結果、賛成多数
により可決した。内容は、①春日市補助金等の
交付に関する規則に基づく適正な審査に努め
ること。②個別の補助金交付要綱の作成に努め
ること。③上記について所管委員会に適宜報告
すること。

　ラグビーワールドカップに向けて、練習場である
白水大池公園多目的広場周辺の環境を整備する。春
日市では、アイルランドチームと敗者復活予選優勝
チームが公認チームキャンプ地として、練習などを
行う。

住民票などの
コンビニ交付サービス開始へ

印鑑条例の一部改正、手数料条例の一部改正印鑑条例の一部改正、手数料条例の一部改正

　コンビニエンスストア、スーパーマーケッ
トや郵便局などに設置された多機能端末機で
住民票などの証明書を取ることができる「コ
ンビニ交付サービス」を開始する。
　なお、戸籍証明書の交付では、市外に住ん
でいて本市に戸籍がある方は、本市のシステ
ムに利用登録申請が必要となる。

問

問

定期的な利用や使用料の減免など側面的
な支援ができないのか。
できるだけ練習できるよう配慮はしてい
るが、１年の実績後に定期的な利用につ
いて検討したい。減免は最初から要件に
当てはめることは難しく、今回補助とい
う形で整理している。

補助金ありきの運営費ではないのか。

ファンクラブを立ち上げ、企業・団体な
どからの協賛金は目標を達成していると
聞いている。自分たちで運営資金を集め
る努力は十分されているが、チームが強
くなるほど遠征費などがかさみ、当面３
年間程度は補助が無いと厳しいと考えら
れるため、スタートアップの補助金とし
て予算措置する。

答

問 多目的広場付近のトイレ改修は、バリアフリー
化の検討も含めて今後設計するということだ
が、増設の考えは。
改修はあくまで設備などの老朽化への対応で
ある。ラグビーワールドカップのキャンプ期
間中は観客が増えるため、仮設トイレの設置
を検討している。

答

問 コンビニ交付サービスの開始に伴う費用
対効果は。
証明書のコンビニ交付が進めば、休日夜
間における市民サービスが向上するとと
もに、将来的には市役所窓口の委託料の
軽減など経費削減の効果も見込めると試
算している。

印鑑証明書は複写できない特殊な用紙だ
がコンビニ交付サービスでは。
市役所の改ざん防止用紙と全く同じもの
ではないが、コンビニエンスストアなど
が発行する改ざん防止用紙で出力され
る。

答

問

答

問 交付対象証明書の選定基準は。

窓口で利用頻度の高いものを選定した。
29 年度実績での年間発行枚数は、住民
票約6万3千枚、戸籍証明約2万6 千枚、
印鑑証明約3万 4千枚、納税証明と課税
証明約 2万5千枚で、これらがほぼ市民
が取る証明書なので、これをカバーしよ
うという考えで選定した。
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全員賛成

承認

全員賛成

可決

全員賛成

同意

　委員会では、２回以上の再指定であること
から、指定管理者選考等委員会での選考基準
とその評価が議論となり、執行部に資料を求
め、慎重に審査した。
・指定管理者　春日原保育所　社会福祉法人春日福祉会
　　　　　　　岡本保育所　　社会福祉法人共栄福祉会
・指定期間　5年間（平成31年度～平成35年度）

【要旨】　2019 年度政府予算と地方財政の検
討にあたっては、社会保障など増大する地方
自治体の財政需要を的確に把握し、これに見
合う地方一般財源総額の確保を図ること。

議案審議

４市道路線を認定

問 ２級第 44 号路線は現在県道であり、今
回の認定で市道と重複することになるが。

長浜太宰府線が完成すれば県道の認定は
外れる。今回、長浜太宰府線を施工する
にあたり、県の規定により平行する２級
第 44 号路線を事業完了後に市が管理を
引き継ぐことになっているため、今回先
行して認定を行うものであるが、それま
での間、道路などの管理は県が行う。

答

地域建設
委員会

市民厚生
委員会 春日原・岡本保育所

現指定管理者を再指定

保育所の指定管理者の指定保育所の指定管理者の指定

総務文教
委員会

固定資産評価審査委員会委員を
再任

今回認定した市道路線
2級第44号路線

第 112号路線

第 114号路線

第1410号路線

県道板付牛頸筑紫野線の一部（須玖北）

西鉄春日原駅周辺整備事業に
よるもの（春日原東町）

● 固定資産評価審査委員会委員の選任　⇒P4参照
　　　　　　
● ふれあい文化センター設置条例

● 一般会計(第3号)　 ⇒P2～3参照
● 国民健康保険事業特別会計(第1号)
● 後期高齢者医療事業特別会計(第1号)
● 介護保険事業特別会計(第1号)
● 下水道事業会計(第1号)

● 国民健康保険事業特別会計
● 後期高齢者医療事業特別会計
● 介護保険事業特別会計
● 下水道事業会計

● 保育所の指定管理者の指定(2件) ⇒P4参照
　　　　　　　　　　　　　　　[原案可決]

● 市道路線の廃止　　　　　　　　[承　　認]
● 市道路線の認定　　　　　　　　[承　　認]

9月定例会　議案の議決結果

■ 賛否が分かれた議案

人事案件  [同　　意]

条例の改正 [原案可決]

平成30年度 補正予算 [原案可決]

平成29年度 決算認定 [認　　定]

その他の案件

■ 全員賛成で議決した議案

● 樹木の枝の落下による自動車損傷事故に伴
う損害賠償の額の決定

● 中学校における除草作業に起因する自動車損傷
事故に伴う損害賠償の額の決定

● 決算審査特別委員会の設置
　
● 学校施設や通学路におけるブロック塀等の
安全性確保を求める意見書

● 平成29年度健全化判断比率
● 平成29年度資金不足比率
　 
● 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択
を求める陳情書
[市民厚生委員会に送付、意見書送付は見送り] 

報告案件 (専決処分 ) [承　　認]

議員提出議案 [原案可決]

報告事項　 　[受　　理]

意見書  [原案可決]

陳情

※金堂清之議員 (翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。
※金堂清之議員 (翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。

※◎は会派代表者
※欠は欠席者
※◎は会派代表者
※欠は欠席者

（○賛成　●反対）（○賛成　●反対）
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公明党 創政会 翔
春
会春風会 春陽会会派に所属

しない議員
みらい
春日 会派大樹

原案可決

原案可決

認　定

原案可決

P2~３
参照

P6~7
参照
P5
参照

印鑑条例の一部改正

手数料条例の一部改正

平成29年度
一般会計歳入歳出決算認定
地方財政の充実・強化を求める意見書

【要旨】本年６月の大阪北部地震を受け、全国の
通学路も総点検を実施し、工事が必要な場合の
速やかな実施と地方自治体に対する技術的・財
政的支援を拡充すること。

地方財政の充実・強化を
求める意見書を国に提出

賛成多数

可決 　緊急防災・減災事
業の対象事業拡大
はすでになされ、期
間の確保も過去三
度32年度まで延長
措置が図られてい
る。意見書案に対し
提出者から明確な
答えが示されない。

　地方自治体にお
いて、一般財源の確
保は安定的な財政
運営につながるた
め、地方一般財源の
確保を図ることは
すべての地方自治
体においては重要
であると考える。

反対
米丸 貴浩 議員 中原 智昭 議員

賛成
採
決
に
あ
た
っ
て
の
討
論

⇒P8参照

春日原保育所

西鉄春日原駅
踏切

イオン大野城
ショッピング
センター

西鉄天神大牟田線

踏切至白木原駅

第1410号
路線

第114号路線

第112号路線

須玖

福岡
都市
高速
道路
5号
線

須玖北地区
公民館

春日まちづくり
支援センター
ぶどうの庭

２
級
第
44
号
路
線

45 かすが議会だより 2018年11月15日 193号  かすが議会だより
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固定資産評価審査委員会
固定資産課税台帳に登録された価格（評価額）
に対する納税者からの不服を審査、決定するた
め、地方税法に基づき設置された中立的な機
関。固定資産の価格（評価額）が適正か否かにつ
いて審査を行う。本市では3人の委員で構成。

固定資産評価審査委員会委員

重松 正信 氏（3期目） 
しげ まつ　まさ のぶ

任期は平成 30年 10月 3日から３年間

一
般
質
問

　

定
例
会
の
視
点
・
論
点

議
会
報
告
会

決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定
・

一
般
質
問



全員賛成

承認

全員賛成

可決

全員賛成

同意

　委員会では、２回以上の再指定であること
から、指定管理者選考等委員会での選考基準
とその評価が議論となり、執行部に資料を求
め、慎重に審査した。
・指定管理者　春日原保育所　社会福祉法人春日福祉会
　　　　　　　岡本保育所　　社会福祉法人共栄福祉会
・指定期間　5年間（平成31年度～平成35年度）

【要旨】　2019 年度政府予算と地方財政の検
討にあたっては、社会保障など増大する地方
自治体の財政需要を的確に把握し、これに見
合う地方一般財源総額の確保を図ること。

議案審議

４市道路線を認定

問 ２級第 44 号路線は現在県道であり、今
回の認定で市道と重複することになるが。

長浜太宰府線が完成すれば県道の認定は
外れる。今回、長浜太宰府線を施工する
にあたり、県の規定により平行する２級
第 44 号路線を事業完了後に市が管理を
引き継ぐことになっているため、今回先
行して認定を行うものであるが、それま
での間、道路などの管理は県が行う。

答

地域建設
委員会

市民厚生
委員会 春日原・岡本保育所

現指定管理者を再指定

保育所の指定管理者の指定保育所の指定管理者の指定

総務文教
委員会

固定資産評価審査委員会委員を
再任

今回認定した市道路線
2級第44号路線

第 112号路線

第 114号路線

第1410号路線

県道板付牛頸筑紫野線の一部（須玖北）

西鉄春日原駅周辺整備事業に
よるもの（春日原東町）

● 固定資産評価審査委員会委員の選任　⇒P4参照
　　　　　　
● ふれあい文化センター設置条例

● 一般会計(第3号)　 ⇒P2～3参照
● 国民健康保険事業特別会計(第1号)
● 後期高齢者医療事業特別会計(第1号)
● 介護保険事業特別会計(第1号)
● 下水道事業会計(第1号)

● 国民健康保険事業特別会計
● 後期高齢者医療事業特別会計
● 介護保険事業特別会計
● 下水道事業会計

● 保育所の指定管理者の指定(2件) ⇒P4参照
　　　　　　　　　　　　　　　[原案可決]

● 市道路線の廃止　　　　　　　　[承　　認]
● 市道路線の認定　　　　　　　　[承　　認]

9月定例会　議案の議決結果

■ 賛否が分かれた議案

人事案件  [同　　意]

条例の改正 [原案可決]

平成30年度 補正予算 [原案可決]

平成29年度 決算認定 [認　　定]

その他の案件

■ 全員賛成で議決した議案

● 樹木の枝の落下による自動車損傷事故に伴
う損害賠償の額の決定

● 中学校における除草作業に起因する自動車損傷
事故に伴う損害賠償の額の決定

● 決算審査特別委員会の設置
　
● 学校施設や通学路におけるブロック塀等の
安全性確保を求める意見書

● 平成29年度健全化判断比率
● 平成29年度資金不足比率
　 
● 臓器移植の環境整備を求める意見書の採択
を求める陳情書
[市民厚生委員会に送付、意見書送付は見送り] 

報告案件 (専決処分 ) [承　　認]

議員提出議案 [原案可決]

報告事項　 　[受　　理]

意見書  [原案可決]

陳情

※金堂清之議員 (翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。
※金堂清之議員 (翔春会）は議長職のため、表決権はありません。
※賛成・反対討論を行った議員は網掛け　しています。

※◎は会派代表者
※欠は欠席者
※◎は会派代表者
※欠は欠席者

（○賛成　●反対）（○賛成　●反対）
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公明党 創政会 翔
春
会春風会 春陽会会派に所属

しない議員
みらい
春日 会派大樹

原案可決

原案可決

認　定

原案可決

P2~３
参照

P6~7
参照
P5
参照

印鑑条例の一部改正

手数料条例の一部改正

平成29年度
一般会計歳入歳出決算認定
地方財政の充実・強化を求める意見書

【要旨】本年６月の大阪北部地震を受け、全国の
通学路も総点検を実施し、工事が必要な場合の
速やかな実施と地方自治体に対する技術的・財
政的支援を拡充すること。

地方財政の充実・強化を
求める意見書を国に提出

賛成多数

可決 　緊急防災・減災事
業の対象事業拡大
はすでになされ、期
間の確保も過去三
度32年度まで延長
措置が図られてい
る。意見書案に対し
提出者から明確な
答えが示されない。

　地方自治体にお
いて、一般財源の確
保は安定的な財政
運営につながるた
め、地方一般財源の
確保を図ることは
すべての地方自治
体においては重要
であると考える。

反対
米丸 貴浩 議員 中原 智昭 議員
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春日原保育所

西鉄春日原駅
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西鉄天神大牟田線
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固定資産評価審査委員会
固定資産課税台帳に登録された価格（評価額）
に対する納税者からの不服を審査、決定するた
め、地方税法に基づき設置された中立的な機
関。固定資産の価格（評価額）が適正か否かにつ
いて審査を行う。本市では3人の委員で構成。

固定資産評価審査委員会委員

重松 正信 氏（3期目） 
しげ まつ　まさ のぶ

任期は平成 30年 10月 3日から３年間
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決算審査特別委員会でのQ&A

財政指標では？

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
し
た

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

　９
月
定
例
会
で
は
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、決
算
書
、主
要
な
施
策
の
成
果

な
ど
の
資
料
を
基
に
慎
重
な
審
査
を
行
い
、採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
本
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

賛成多数

認定

４日間にわたって審査を行いました

一般会計決算状況は？

平成29年度一般会計

目的別歳出決算状況は？

決算審査のながれは？

経常収支比率 89.3％

344億6395万円（前年度比約11億円 増）
324億3213万円（前年度比約9億円 増）
翌年度に繰り越すべき財源　3億8669万円

歳入総額
歳出総額

16億4512万円実質収支額

比率が低いほど財政運営に弾
力性があるとされ、前年度よ
り1.9ポイント上昇(硬直化)し
た。臨時財政対策債の借り入
れを約3億円抑制したことに
よる。
（参考）近隣市の状況［%］
大野城市86.8　筑紫野市87.8
太宰府市92.1　県平均　92.3

民生費
143

教育費33.6
総務費37.6
衛生費25.6
土木費30.9
その他44.4
28年度

民生費
146

教育費42.8
総務費40.9
衛生費21.2
土木費28.7
その他44.5
29年度

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0 315億円 324億円
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　平成29年度決算における実質収支は史
上最高額の16億円、決算時の不用額も12
億円を超え、その結果、多額の予算が市民
の要求に使われずに残った形となったた
め、認定できない。

　財政指標を見ても財政健全化法による4つの健全
化判断比率のうち借金返済の負担の大きさを表す実
質公債費比率が1.3％となり、前年度に比して0.6ポ
イント改善されている。今後とも健全で安定した財
政運営が実行されるよう強く要望する。

反対 吉居 恭子 議員 竹下 尚志 議員賛成採
決
に
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論
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と
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、
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や
29
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付
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さ
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委
員
会
で
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基金の状況は
基金の運用方法は。

安全性と運用収入を考慮し、国債３割、定
期預金など７割の比率で運用している。

問

答

検査による疾病の
早期発見への成果は。

最新データとなる28年度では各種がん
検査において受診者の3.9%に精密検査
の必要性が指摘され、うち精密検査によ
り68.8％の方が、がんもしくはがんの疑
い、あるいは他の疾患と診断されている。

問

答

16億円の黒字決算の要因は
実質収支額の黒字額が約16億円と大き
くなった理由は。

主に市税、ふるさと納税の収入実績の増
加によるもの。また、扶助費の確保や額の
確定が３月補正の時期に間に合わないこ
とも要因になる。

予算の精査および
適宜の補正による
不用額の削減に努
めて欲しい。

問

要望

答

不登校支援は
不登校の実態と対応は。

小学校71人、中学校171人。そのうち、登
校できるようになったのが36人、改善が
見られたのが47人。不登校児童・生徒に
は、教育支援センターを中心として不登
校専任教員などと連携し対応している。

問

答

待機児童対策は
保育士不足のため保育が受けられないと
いう実態はあるのか。また、保育士不足に
対し、どのような対策を講じているのか。

保育需要が高い０～１歳児については、
一部受け入れができていない状況。保育
士の確保に向け、保育所と幼稚園合同の
就職説明会を年２回開催しており、一定
の効果は出ている。

４つの健全化判断比率では、
「実質赤字比率」・「連結実質赤字比率」赤字なし
「将来負担比率」　将来負担額がそれに充てることが
できる財源などを下回っている
「実質公債費比率」1.3％（前年度比0.6ポイント改善）

平成30年４月に開園したどろんこ保育園

問

答

基金残高
約100億円
（前年度比約12億円 増）

決算審査特別委員会での審査結果

これらの指標に基づく本市の
財政運営は健全である。

４日間にわたる審査において、質疑 158 項目、提
言・要望 57項目が出されました。ここでは、質疑、
要望の一部をお知らせします。

教育支援センター
学習・体験活動を通して、
小中学生の学校復帰を目
指す助言・指導を行う。セ
ンター通級日数は、学校
での出席日数として取り
扱うことができる。

議員報酬・期末手当（20人）
政務活動費（議員一人あたり1万2500円/月額）
視察時の旅費、費用弁償（通勤費）
議会だよりの作成（年４回）
会議録・委員会記録の作成
会議録検索システム（ウェブサイトでの検索）

1億5187万円
300万円
624万円
214万円
624万円
129万円

市民健康診査事業は

全歳出の0.8％こんなことに使われました
議会費は2億7070万円

黒字

出納閉鎖期間監査委員による
決算監査
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決算審査特別委員会でのQ&A

財政指標では？

こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
し
た

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

　９
月
定
例
会
で
は
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
に
よ
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。委
員
会
で
は
、決
算
書
、主
要
な
施
策
の
成
果

な
ど
の
資
料
を
基
に
慎
重
な
審
査
を
行
い
、採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
本
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

賛成多数

認定

４日間にわたって審査を行いました

一般会計決算状況は？

平成29年度一般会計

目的別歳出決算状況は？

決算審査のながれは？

経常収支比率 89.3％

344億6395万円（前年度比約11億円 増）
324億3213万円（前年度比約9億円 増）
翌年度に繰り越すべき財源　3億8669万円

歳入総額
歳出総額

16億4512万円実質収支額

比率が低いほど財政運営に弾
力性があるとされ、前年度よ
り1.9ポイント上昇(硬直化)し
た。臨時財政対策債の借り入
れを約3億円抑制したことに
よる。
（参考）近隣市の状況［%］
大野城市86.8　筑紫野市87.8
太宰府市92.1　県平均　92.3

民生費
143

教育費33.6
総務費37.6
衛生費25.6
土木費30.9
その他44.4
28年度

民生費
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総務費40.9
衛生費21.2
土木費28.7
その他44.5
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　平成29年度決算における実質収支は史
上最高額の16億円、決算時の不用額も12
億円を超え、その結果、多額の予算が市民
の要求に使われずに残った形となったた
め、認定できない。

　財政指標を見ても財政健全化法による4つの健全
化判断比率のうち借金返済の負担の大きさを表す実
質公債費比率が1.3％となり、前年度に比して0.6ポ
イント改善されている。今後とも健全で安定した財
政運営が実行されるよう強く要望する。
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基金の状況は
基金の運用方法は。

安全性と運用収入を考慮し、国債３割、定
期預金など７割の比率で運用している。

問

答

検査による疾病の
早期発見への成果は。

最新データとなる28年度では各種がん
検査において受診者の3.9%に精密検査
の必要性が指摘され、うち精密検査によ
り68.8％の方が、がんもしくはがんの疑
い、あるいは他の疾患と診断されている。

問

答

16億円の黒字決算の要因は
実質収支額の黒字額が約16億円と大き
くなった理由は。

主に市税、ふるさと納税の収入実績の増
加によるもの。また、扶助費の確保や額の
確定が３月補正の時期に間に合わないこ
とも要因になる。

予算の精査および
適宜の補正による
不用額の削減に努
めて欲しい。

問

要望

答

不登校支援は
不登校の実態と対応は。

小学校71人、中学校171人。そのうち、登
校できるようになったのが36人、改善が
見られたのが47人。不登校児童・生徒に
は、教育支援センターを中心として不登
校専任教員などと連携し対応している。

問

答

待機児童対策は
保育士不足のため保育が受けられないと
いう実態はあるのか。また、保育士不足に
対し、どのような対策を講じているのか。

保育需要が高い０～１歳児については、
一部受け入れができていない状況。保育
士の確保に向け、保育所と幼稚園合同の
就職説明会を年２回開催しており、一定
の効果は出ている。

４つの健全化判断比率では、
「実質赤字比率」・「連結実質赤字比率」赤字なし
「将来負担比率」　将来負担額がそれに充てることが
できる財源などを下回っている
「実質公債費比率」1.3％（前年度比0.6ポイント改善）

平成30年４月に開園したどろんこ保育園

問

答

基金残高
約100億円
（前年度比約12億円 増）

決算審査特別委員会での審査結果

これらの指標に基づく本市の
財政運営は健全である。

４日間にわたる審査において、質疑 158 項目、提
言・要望 57項目が出されました。ここでは、質疑、
要望の一部をお知らせします。

教育支援センター
学習・体験活動を通して、
小中学生の学校復帰を目
指す助言・指導を行う。セ
ンター通級日数は、学校
での出席日数として取り
扱うことができる。

議員報酬・期末手当（20人）
政務活動費（議員一人あたり1万2500円/月額）
視察時の旅費、費用弁償（通勤費）
議会だよりの作成（年４回）
会議録・委員会記録の作成
会議録検索システム（ウェブサイトでの検索）

1億5187万円
300万円
624万円
214万円
624万円
129万円

市民健康診査事業は

全歳出の0.8％こんなことに使われました
議会費は2億7070万円
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出納閉鎖期間監査委員による
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全員賛成

認定

65-74歳の前期高齢者の割
合は増加する一方で、全被
保険者数は減少傾向が続く。

付託された常任委員会において、
各特別会計・事業会計の審査が
慎重に行われ、すべての決算を
認定しました。

国民健康保険事業市民厚生
委員会

ポイント

121億6049万円歳入

114億9393万円歳出

赤字補塡のための一般会計からの繰入金が
2000万円と、平成28年度決算額2億円から大
幅減額となっているが国保財政の見通しは。

減額要因として、被保険者数の減少に伴う
全体の医療費の減、収納率の向上による収
入増、前期高齢者交付金の増、保険者努力
支援制度前倒し分の交付金増がある。平成
30年度は赤字とみなさない繰入のみで予
算編成ができていることから、国保財政は
良い方向にあると考える。

問

答

高齢化率20.９％。65歳以上の第1号被
保険者増加傾向。（H29  2万3730人）

介護保険事業市民厚生
委員会

ポイント

64億9582万円歳入

62億9892万円歳出

75歳以上の被保険者数
の増加傾向が続く。決算
額は歳入歳出とも前年
度比3.7～3.8％増加。

後期高齢者医療事業市民厚生
委員会

ポイント

13億8877万円歳入

13億1804万円歳出

高齢者のための運動教室「古希元気塾」

広告付き防災情報電柱看板を
活用されては

この活用は、避難所などの表示により市
民などに対する災害発生時におけるス
ムーズな避難行動や地域住民の防災意識
向上、継続的な防災啓発に大きな効果が
ある。また自治体の費用負担は発生しな
い。広告付き防災情報電柱看板の活用へ
の見解はどうか。

問

答 費用面や恒常的な情報提供
など、災害に対する備えの
強化、安全・安心なまちづ
くりへの効果も期待される。
避難所標識の検討と併せて
本市の特性や課題、その効
果などについて研究したい。

米丸 貴浩　議員
よねまる たかひろ

市民からより信頼される
市政運営のために

平成28年12月定例会以来、不適切な事務
処理などによる不祥事を起こさないため
に、組織としての取り組みを訴えてきた。
その基礎作りとして、これまで２回にわ
たって管理職・監督職対象に危機管理研
修が行われているが、受講した職員の意
識の変化はどうか。

問

答 各課・各担当の業務管理の責任者として
具体的に取り組む姿勢が確認できている。
一部の管理職・監
督職においては
既に具体的な取
り組みを始めて
いる。

前田 俊雄　議員
まえ　だ　とし お

広告付き
防災情報電柱看板

9月定例会
一般質問

15人の議員が、市政に対する一般質問を行いました。

各議員が決める
質問内容は、議案と
は関係なく議員個人
が決めます。市政全
般について市長の見
解を求め、市政に対
する提言を行います。

いつでもどこでも
ＱＲコード　　をスマー
トホンなどで読み取る
と、録画
映像が見
られます。

見
本

全文は市議会ウェブサイトの会議録検索システムで閲覧できます。 検索春日市議会

質問項目 議員名 掲載
ページ

安
心
な
健
康
福
祉

豊かな
市民生活

活
力
あ
ふ
れ
る

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ

中原　智昭議員

與國　　洋議員

近藤　幸恵議員

髙橋　裕子議員

吉居　恭子議員

西川　文代議員

西川　文代議員

野口　明美議員

岩切　幹嘉議員

川﨑　英彦議員

西川　文代議員

野口　明美議員

11

10

11

11

12

12

12

10

犯罪抑止対策と街頭防犯カメラの設置

高齢福祉施策

子どもの健全育成

高齢期の虚弱化(フレイル)予防

子どもの立場にたった子育て支援

待機児童解消対策

放課後児童クラブの充実

障がい者支援

認知症に対して優しい地域づくりの支援

不登校児童生徒への支援

小中学校のエアコン設置とその使用状況

学校における児童生徒の安心安全の取り組み

質問項目 議員名 掲載
ページ

快
適
な
都
市
整
備

行
財
政
計
画

米丸　貴浩議員

白水　勝己議員

近藤　幸恵議員

西川　文代議員

前田　俊雄議員

松尾　德晴議員

髙橋　裕子議員

髙橋　裕子議員

野口　明美議員

北田　　織議員

岩渕　　穣議員
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昨今の自然災害から見た地域防災

下水道事業計画(雨水)に基づく浸水対策

豪雨災害対策

水害時の減災対策

内部統制体制の整備および運用

庁用車の管理運営

SDGsの取り組み

庁内業務の効率化

市庁舎の環境改善

補助金交付の在り方

市長の出馬意向と今後の市政運営
※会議録（冊子）およびパソコンでの閲覧は市民図書館でもできます。
※原稿は、質問者本人の執筆によるものです。

どう生かされた？

決算状況

特別
会計 事業

会計

平成29年度

下水道施設の改築更新のため、調査診断
を実施し、修繕改築計画を策定。雨水幹
線掘り下げ工事を実施し、局所的な集中
豪雨による浸水被害の軽減を図った。

地域建設
委員会

ポイント

23億1219万円収益的収入

19億6870万円収益的支出

5億5298万円資本的収入

15億  156万円資本的支出

下水道事業

下水道施設長寿命化計画はおおむね何年
で完了するのか。問
下水道施設の耐用年数は50年であるため、
50年を迎える前に調査し、必要があれば修
繕や改築などを実施している。古い施設か
ら順番に調査を行っているため、何年に完
了するのか見通しが立てづらいが、計画的
に調査などを行っている。

答

相談窓口である親しみやすい地域包括支援
センターとするため、愛称を付ける考えは。問
地域での認知が十分ではないことは大きな
課題と捉えている。親しみやすく誰でも分か
りやすいものにする貴重な提案だと考える。

答
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全員賛成

認定

65-74歳の前期高齢者の割
合は増加する一方で、全被
保険者数は減少傾向が続く。

付託された常任委員会において、
各特別会計・事業会計の審査が
慎重に行われ、すべての決算を
認定しました。

国民健康保険事業市民厚生
委員会

ポイント

121億6049万円歳入

114億9393万円歳出

赤字補塡のための一般会計からの繰入金が
2000万円と、平成28年度決算額2億円から大
幅減額となっているが国保財政の見通しは。

減額要因として、被保険者数の減少に伴う
全体の医療費の減、収納率の向上による収
入増、前期高齢者交付金の増、保険者努力
支援制度前倒し分の交付金増がある。平成
30年度は赤字とみなさない繰入のみで予
算編成ができていることから、国保財政は
良い方向にあると考える。

問

答

高齢化率20.９％。65歳以上の第1号被
保険者増加傾向。（H29  2万3730人）

介護保険事業市民厚生
委員会

ポイント

64億9582万円歳入

62億9892万円歳出

75歳以上の被保険者数
の増加傾向が続く。決算
額は歳入歳出とも前年
度比3.7～3.8％増加。

後期高齢者医療事業市民厚生
委員会

ポイント

13億8877万円歳入

13億1804万円歳出

高齢者のための運動教室「古希元気塾」

広告付き防災情報電柱看板を
活用されては

この活用は、避難所などの表示により市
民などに対する災害発生時におけるス
ムーズな避難行動や地域住民の防災意識
向上、継続的な防災啓発に大きな効果が
ある。また自治体の費用負担は発生しな
い。広告付き防災情報電柱看板の活用へ
の見解はどうか。

問

答 費用面や恒常的な情報提供
など、災害に対する備えの
強化、安全・安心なまちづ
くりへの効果も期待される。
避難所標識の検討と併せて
本市の特性や課題、その効
果などについて研究したい。

米丸 貴浩　議員
よねまる たかひろ

市民からより信頼される
市政運営のために

平成28年12月定例会以来、不適切な事務
処理などによる不祥事を起こさないため
に、組織としての取り組みを訴えてきた。
その基礎作りとして、これまで２回にわ
たって管理職・監督職対象に危機管理研
修が行われているが、受講した職員の意
識の変化はどうか。

問

答 各課・各担当の業務管理の責任者として
具体的に取り組む姿勢が確認できている。
一部の管理職・監
督職においては
既に具体的な取
り組みを始めて
いる。

前田 俊雄　議員
まえ　だ　とし お

広告付き
防災情報電柱看板

9月定例会
一般質問

15人の議員が、市政に対する一般質問を行いました。

各議員が決める
質問内容は、議案と
は関係なく議員個人
が決めます。市政全
般について市長の見
解を求め、市政に対
する提言を行います。

いつでもどこでも
ＱＲコード　　をスマー
トホンなどで読み取る
と、録画
映像が見
られます。

見
本

全文は市議会ウェブサイトの会議録検索システムで閲覧できます。 検索春日市議会

質問項目 議員名 掲載
ページ

安
心
な
健
康
福
祉

豊かな
市民生活

活
力
あ
ふ
れ
る

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ

中原　智昭議員

與國　　洋議員

近藤　幸恵議員

髙橋　裕子議員

吉居　恭子議員

西川　文代議員

西川　文代議員

野口　明美議員

岩切　幹嘉議員

川﨑　英彦議員

西川　文代議員

野口　明美議員
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11

11

12

12

12

10

犯罪抑止対策と街頭防犯カメラの設置

高齢福祉施策

子どもの健全育成

高齢期の虚弱化(フレイル)予防

子どもの立場にたった子育て支援

待機児童解消対策

放課後児童クラブの充実

障がい者支援

認知症に対して優しい地域づくりの支援

不登校児童生徒への支援

小中学校のエアコン設置とその使用状況

学校における児童生徒の安心安全の取り組み

質問項目 議員名 掲載
ページ

快
適
な
都
市
整
備

行
財
政
計
画

米丸　貴浩議員

白水　勝己議員

近藤　幸恵議員

西川　文代議員

前田　俊雄議員

松尾　德晴議員

髙橋　裕子議員

髙橋　裕子議員

野口　明美議員

北田　　織議員

岩渕　　穣議員

9

10

11

9

10

12

13

昨今の自然災害から見た地域防災

下水道事業計画(雨水)に基づく浸水対策

豪雨災害対策

水害時の減災対策

内部統制体制の整備および運用

庁用車の管理運営

SDGsの取り組み

庁内業務の効率化

市庁舎の環境改善

補助金交付の在り方

市長の出馬意向と今後の市政運営
※会議録（冊子）およびパソコンでの閲覧は市民図書館でもできます。
※原稿は、質問者本人の執筆によるものです。

どう生かされた？

決算状況

特別
会計 事業

会計

平成29年度

下水道施設の改築更新のため、調査診断
を実施し、修繕改築計画を策定。雨水幹
線掘り下げ工事を実施し、局所的な集中
豪雨による浸水被害の軽減を図った。

地域建設
委員会

ポイント

23億1219万円収益的収入

19億6870万円収益的支出

5億5298万円資本的収入

15億  156万円資本的支出

下水道事業

下水道施設長寿命化計画はおおむね何年
で完了するのか。問
下水道施設の耐用年数は50年であるため、
50年を迎える前に調査し、必要があれば修
繕や改築などを実施している。古い施設か
ら順番に調査を行っているため、何年に完
了するのか見通しが立てづらいが、計画的
に調査などを行っている。

答

相談窓口である親しみやすい地域包括支援
センターとするため、愛称を付ける考えは。問
地域での認知が十分ではないことは大きな
課題と捉えている。親しみやすく誰でも分か
りやすいものにする貴重な提案だと考える。

答
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豪雨災害対策と
大土居交差点

今豪雨で白水池の余水吐きから溢れた
164 万トンの水量は白水池の貯留量の 3
倍を超え、大土居交差点を水深 30 セン
チにさせ、車両を迂回させるなど、交通
に混乱を招いた。本市は適宜、雨水幹線
の掘り下げや水利組合の協力で対策を
行っているが、今後の対策として白水池
の貯水能力を高めるしゅんせつが必要と
考える。

問

答 水位調整機能の向上としゅんせつも含む
さまざまな観点から
水利組合と協議をさ
せていただき、あら
ゆる策を考えていく。

近藤 幸恵　議員
こんどう　さち  え

地域に街頭防犯カメラの
設置を増やすべき

市内の犯罪や交通事故の防止・抑止対策
としての街頭防犯カメラ設置に向けた、
民間力導入や自治会に対しての補助金交
付などについても検討すべきではないのか。

問

答 自動販売機の売上金で、街頭防犯カメラ
を無料で設置している民間業者やＮＰＯ
があることは承知している。今後他市の
状況を注視しながら検討する。また、自
治会街頭防犯カメラ設置補助金について
は、要望も上がっ
ているため、補
助金交付を前向
きに検討してい
く。

中原 智昭　議員
なかはら　ともあき

フレイル予防をして人生いきいき
100 年構想を

より早期からの栄養・運動・社会参加の
三位一体の働きかけで、人生 100 年時代
へ高齢者が健康で生き生きと暮らせるた
めのハードソフト合わせた指針の策定が
必要と考え「（仮称）春日市人生いきいき
100年構想」を提案したいが。

問

答 スケールの大きな提案と受け止める。直
ちに策定するかどうか判断は難しいがフ
レイル（虚弱化）チェックなどフレイル（虚
弱化）予防の具体的な施策はその趣旨も
含め、市が実施
する事業の中で
工夫の検討を進
めたい。

髙橋 裕子　議員
たかはし　ゆう こ

子どもの立場に立った
子育て支援について

平成26年に「子供の貧困対策に関する大
綱」が策定され 4 年がたつ。実態調査は
するのか。

問

答 実態調査の効果手法を研究中。教員が実
態を把握しているので学校では行わない。

子どもの悩みや困り事相談
について市はどう考えるか。問

答「市子ども・子育て相談センター」への児
童の相談は24件で、周知強化の必要性が
ある。学校カウンセラーなど身近な相談
先のチラシやいのちの電話のカード配布
など、児童自身への周知をする。

吉居 恭子　議員
よし  い  きょう こ

白水池駐車場から
大土居交差点へ流れる余水

北地域包括支援センター

地域包括支援センターの
増設・移設の考えは

高齢者に寄り添った支援を適切に行うた
めにも、地域包括支援センターがより身
近にあることが必要だと考えられるが、
増設、移設の考えは。また現在の体制で
過不足のないサービス体制と言えるのか。

問

答 高齢者の増加に伴う支援体制をどのよう
に構築していくかは大きな課題であり、
現在さまざまな角度から議論している。
また中学校校区を１単位として南北の地
域包括支援セン
ターに管轄地区
を指定し相談支
援体制を整えて
いる。

與國　洋　議員
よ　くに   　よう

市バス買い替えの検討は

本市はバスを職員の使用以外に、自治会
などの団体にも貸し出している。大型バ
スは購入から 30 年経過し、走行距離も
40 万キロで故障など発生している。買い
替えや利用条件などについて各団体から
要望があるが考えは。

問

答 市バスは現在、市の関係団体の利用状況
や購入した場合などの経費の積算、廃止
した場合の対応策、自家用自動車と位置
付けられている道路
運送車両法の関係に
ついて慎重に検討し
ている。しばらく時
間をいただきたい。

松尾 德晴　議員
まつ　お　 とくはる

下水道事業計画に基づく
浸水対策について

どこで起きてもおかしくない想定外の短
時間集中豪雨や台風などによる局所的な
ゲリラ豪雨対策について、本市では、ど
のような豪雨対策を考えているのか。

問

答 本市の豪雨対策は、床上床下浸水などの
浸水被害の軽減を図るため、10年確率の
1 時間雨量 68.８ミリを整備基準に定め、
雨水幹線の
再整備と雨
水貯留施設
の整備に取
り組んでい
る。

白水 勝己　議員
しろうず　かつ み

将来の社会的自立に向けた
不登校支援を

「不登校は家庭に問題がある。本人に問題
がある」という社会通念が当事者を苦し
めている。問題追及では解決しない。当
事者への理解、支える社会の実現が大切
で将来的な社会での自立につながる。今
後の支援は。

問

答 基本的な柱として、1. 進学などの進路保
障、2. 不登校状態からの復帰改善、3. 閉
じこもりの子どもが１日でも学校に来ら
れるようにすること。進路の支援そして
就労、最後の答え
は何かというとこ
ろに力を尽くして
いきたい。

川﨑 英彦　議員
かわさき　ひでひこ
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豪雨災害対策と
大土居交差点

今豪雨で白水池の余水吐きから溢れた
164 万トンの水量は白水池の貯留量の 3
倍を超え、大土居交差点を水深 30 セン
チにさせ、車両を迂回させるなど、交通
に混乱を招いた。本市は適宜、雨水幹線
の掘り下げや水利組合の協力で対策を
行っているが、今後の対策として白水池
の貯水能力を高めるしゅんせつが必要と
考える。

問

答 水位調整機能の向上としゅんせつも含む
さまざまな観点から
水利組合と協議をさ
せていただき、あら
ゆる策を考えていく。

近藤 幸恵　議員
こんどう　さち  え

地域に街頭防犯カメラの
設置を増やすべき

市内の犯罪や交通事故の防止・抑止対策
としての街頭防犯カメラ設置に向けた、
民間力導入や自治会に対しての補助金交
付などについても検討すべきではないのか。

問

答 自動販売機の売上金で、街頭防犯カメラ
を無料で設置している民間業者やＮＰＯ
があることは承知している。今後他市の
状況を注視しながら検討する。また、自
治会街頭防犯カメラ設置補助金について
は、要望も上がっ
ているため、補
助金交付を前向
きに検討してい
く。

中原 智昭　議員
なかはら　ともあき

フレイル予防をして人生いきいき
100 年構想を

より早期からの栄養・運動・社会参加の
三位一体の働きかけで、人生 100 年時代
へ高齢者が健康で生き生きと暮らせるた
めのハードソフト合わせた指針の策定が
必要と考え「（仮称）春日市人生いきいき
100年構想」を提案したいが。

問

答 スケールの大きな提案と受け止める。直
ちに策定するかどうか判断は難しいがフ
レイル（虚弱化）チェックなどフレイル（虚
弱化）予防の具体的な施策はその趣旨も
含め、市が実施
する事業の中で
工夫の検討を進
めたい。

髙橋 裕子　議員
たかはし　ゆう こ

子どもの立場に立った
子育て支援について

平成26年に「子供の貧困対策に関する大
綱」が策定され 4 年がたつ。実態調査は
するのか。

問

答 実態調査の効果手法を研究中。教員が実
態を把握しているので学校では行わない。

子どもの悩みや困り事相談
について市はどう考えるか。問

答「市子ども・子育て相談センター」への児
童の相談は24件で、周知強化の必要性が
ある。学校カウンセラーなど身近な相談
先のチラシやいのちの電話のカード配布
など、児童自身への周知をする。

吉居 恭子　議員
よし  い  きょう こ

白水池駐車場から
大土居交差点へ流れる余水

北地域包括支援センター

地域包括支援センターの
増設・移設の考えは

高齢者に寄り添った支援を適切に行うた
めにも、地域包括支援センターがより身
近にあることが必要だと考えられるが、
増設、移設の考えは。また現在の体制で
過不足のないサービス体制と言えるのか。

問

答 高齢者の増加に伴う支援体制をどのよう
に構築していくかは大きな課題であり、
現在さまざまな角度から議論している。
また中学校校区を１単位として南北の地
域包括支援セン
ターに管轄地区
を指定し相談支
援体制を整えて
いる。

與國　洋　議員
よ　くに   　よう

市バス買い替えの検討は

本市はバスを職員の使用以外に、自治会
などの団体にも貸し出している。大型バ
スは購入から 30 年経過し、走行距離も
40 万キロで故障など発生している。買い
替えや利用条件などについて各団体から
要望があるが考えは。

問

答 市バスは現在、市の関係団体の利用状況
や購入した場合などの経費の積算、廃止
した場合の対応策、自家用自動車と位置
付けられている道路
運送車両法の関係に
ついて慎重に検討し
ている。しばらく時
間をいただきたい。

松尾 德晴　議員
まつ　お　 とくはる

下水道事業計画に基づく
浸水対策について

どこで起きてもおかしくない想定外の短
時間集中豪雨や台風などによる局所的な
ゲリラ豪雨対策について、本市では、ど
のような豪雨対策を考えているのか。

問

答 本市の豪雨対策は、床上床下浸水などの
浸水被害の軽減を図るため、10年確率の
1 時間雨量 68.８ミリを整備基準に定め、
雨水幹線の
再整備と雨
水貯留施設
の整備に取
り組んでい
る。

白水 勝己　議員
しろうず　かつ み

将来の社会的自立に向けた
不登校支援を

「不登校は家庭に問題がある。本人に問題
がある」という社会通念が当事者を苦し
めている。問題追及では解決しない。当
事者への理解、支える社会の実現が大切
で将来的な社会での自立につながる。今
後の支援は。

問

答 基本的な柱として、1. 進学などの進路保
障、2. 不登校状態からの復帰改善、3. 閉
じこもりの子どもが１日でも学校に来ら
れるようにすること。進路の支援そして
就労、最後の答え
は何かというとこ
ろに力を尽くして
いきたい。

川﨑 英彦　議員
かわさき　ひでひこ
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次期市長選挙への井上市長の
出馬意向を問う

来春の次期市長選挙を迎えるにあたり、
井上市長の６期目に向けた出馬へのご意
向をおうかがいする。

問

答 次期は新たな時代の幕開けとなる本市に
とっても大切な４年間となる。これまで
の５期 20 年にわたって培ってきた市長と
しての経験を惜しみなく春日市に捧げて
いく覚悟である。従って、市政のかじ取
り役として６期目を目指して次期市長選
挙に立候補するこ
とをここに表明す
るものである。

岩渕 穣　議員
いわぶち　ゆたか

放課後児童クラブ
充実の実現は

支援員の配置は国基準より手厚い春日市
基準で欠員はないにも関わらず、現場か
らは不満の声が大きくなっている原因、
また、チャイルドクラブは第２クラブ舎
の設置の対応が必要な状況だが検討はさ
れているのか。

問

答 支援員の量の課題ではなく支援する力の
不足という質の課題と分析しており、指
定管理者との意見交換の場において助言
提案を行っている。
またチャイルドクラ
ブ第２クラブ舎は案
を作成し実施計画の
場で協議している。

西川 文代　議員
にしかわ  ふみ よ

重度障がい者（児）入院時の
支援の在り方は

重度の障がい者のうち、意思疎通が困難
でかつ介護者がいない者などが医療機関
に入院した場合、本人との意思疎通を十
分に行う事ができる者（コミュニケーショ
ン支援員）を派遣し、医療従事者との意
思疎通の円滑化を図り、福祉の増進に資
することを目的とする、重度障がい者（児）
入院時コミュニケーション支援事業制度
導入の市長の見解は。

問

答 どのような支援が必
要とされているかを
含め、どういった支
援ができるのか今後
も研究する。

野口 明美　議員
の ぐち　あけ み

防犯灯事業費は全額、
市が負担すべきだが

防犯灯事業は設置費用の３分の１、電灯
代の２分の１を各自治会が負担し、総額
約 593 万円になる。未加入者へ防犯灯協
力金を要請してのトラブルも耳にする。
安全で安心なまちづくりは市の責任で行
うべきである。自治会の負担をなくし全
額、市が負担すべきであると考えるがど
うか。

問

答 昭和36年の閣議決定「防
犯灯等整備対策要綱」に
設置費用の一部を補助す
ることと定められ、自治
会との信頼関係で築き上
げてきたので継続する。

北田 織　議員
きた だ　のぼる

認知症に対してやさしい
地域づくりの支援

認知症の方が行方不明になったときの早期
発見・保護のため、洋服や靴などに貼れる
ＱＲコードが付いた小さなシールを登録希
望者に配布する取り組みをされてはどうか。

問

答 本市は春日警察署などと情報共有に関する
協力の基盤を整えているところである。導
入については、慎重に研究させていただく。

事故などにおける日常の家族の不安解消
策として民間保険を活用
する支援はできないか。

問

答 導入については是非も含
め検討していく。

岩切 幹嘉　議員
いわきり   みきよし

議
案
審
議

一
般
質
問

会期日程　平成 30年 　　月定例会
日 月 火 水 木 金 土

12
2 12/3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

本会議
（議案説明）
本会議
（議案説明）

本会議
議会運営委
本会議
議会運営委

本会議
（一般質問）
本会議
（一般質問）

議会運営委
常任委員会
議会報委

議会運営委
常任委員会
議会報委

議会報委議会報委

常任委員会
（審査）
常任委員会
（審査）

常任委員会
（審査）
常任委員会
（審査）

常任委員会
（採決）
常任委員会
（採決）

本会議
（採決）
本会議
（採決）

※日程は都合により変更になることがあります。

　市議会の定例会や委員会では、市民のみ
なさんのこれからの生活に直接関わる大切
な議案などについて議員が質疑を行い、慎
重に審議、決定しています。

議会を傍聴しませんか

傍聴人数推移

上段 :本会議　下段 :委員会

平成29年
12月定例会

平成30年
3月定例会 6月定例会 9月定例会

42人
0人

51人
2人

32人
1人

32人
1人

　「主要な施策の成果」をもとに執行部
に説明を求め、各事業の目的、内容、成
果を中心に、一所管に対して２時間を超
える活発な議論が交わされた。事業の執
行に当たり、今後に反映すべき意見も多
く出され十分な審査ができたと考える。
　一方では、審査の過程で決算審査にそ
ぐわない質疑などもあり、意義ある決算
審査とするためには、議会側（議員）も
質疑の内容を精査し、決算審査にふさわ
しいかを考え発言する必要がある。

　23 項目の幅広い政策・施策について、
15 名の議員と執行部とで活発な議論が
交わされた。７月の豪雨を受け、災害対
策に対する質問が複数の議員からなされ
たが、同一項目の質問などは事前に調整
する必要があるのではないか。
　また、所属委員会で説明を受け審議し
ている議案（事案）については、再度、ルー
ルを作るなどの改善が必要である。現状
の確認にとど
まる質問も見
受けられた
が、政策や施
策の提言に努
めることが望
ましい。

定例会の視点・論点定例会の視点・論点 議会運営委員会が９月定例会での
議論になった内容をお知らせします。

決算審査について1 一般質問について2
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次期市長選挙への井上市長の
出馬意向を問う

来春の次期市長選挙を迎えるにあたり、
井上市長の６期目に向けた出馬へのご意
向をおうかがいする。

問

答 次期は新たな時代の幕開けとなる本市に
とっても大切な４年間となる。これまで
の５期 20 年にわたって培ってきた市長と
しての経験を惜しみなく春日市に捧げて
いく覚悟である。従って、市政のかじ取
り役として６期目を目指して次期市長選
挙に立候補するこ
とをここに表明す
るものである。

岩渕 穣　議員
いわぶち　ゆたか

放課後児童クラブ
充実の実現は

支援員の配置は国基準より手厚い春日市
基準で欠員はないにも関わらず、現場か
らは不満の声が大きくなっている原因、
また、チャイルドクラブは第２クラブ舎
の設置の対応が必要な状況だが検討はさ
れているのか。

問

答 支援員の量の課題ではなく支援する力の
不足という質の課題と分析しており、指
定管理者との意見交換の場において助言
提案を行っている。
またチャイルドクラ
ブ第２クラブ舎は案
を作成し実施計画の
場で協議している。

西川 文代　議員
にしかわ  ふみ よ

重度障がい者（児）入院時の
支援の在り方は

重度の障がい者のうち、意思疎通が困難
でかつ介護者がいない者などが医療機関
に入院した場合、本人との意思疎通を十
分に行う事ができる者（コミュニケーショ
ン支援員）を派遣し、医療従事者との意
思疎通の円滑化を図り、福祉の増進に資
することを目的とする、重度障がい者（児）
入院時コミュニケーション支援事業制度
導入の市長の見解は。

問

答 どのような支援が必
要とされているかを
含め、どういった支
援ができるのか今後
も研究する。

野口 明美　議員
の ぐち　あけ み

防犯灯事業費は全額、
市が負担すべきだが

防犯灯事業は設置費用の３分の１、電灯
代の２分の１を各自治会が負担し、総額
約 593 万円になる。未加入者へ防犯灯協
力金を要請してのトラブルも耳にする。
安全で安心なまちづくりは市の責任で行
うべきである。自治会の負担をなくし全
額、市が負担すべきであると考えるがど
うか。

問

答 昭和36年の閣議決定「防
犯灯等整備対策要綱」に
設置費用の一部を補助す
ることと定められ、自治
会との信頼関係で築き上
げてきたので継続する。

北田 織　議員
きた だ　のぼる

認知症に対してやさしい
地域づくりの支援

認知症の方が行方不明になったときの早期
発見・保護のため、洋服や靴などに貼れる
ＱＲコードが付いた小さなシールを登録希
望者に配布する取り組みをされてはどうか。

問

答 本市は春日警察署などと情報共有に関する
協力の基盤を整えているところである。導
入については、慎重に研究させていただく。

事故などにおける日常の家族の不安解消
策として民間保険を活用
する支援はできないか。

問

答 導入については是非も含
め検討していく。

岩切 幹嘉　議員
いわきり   みきよし

議
案
審
議

一
般
質
問

会期日程　平成 30年 　　月定例会
日 月 火 水 木 金 土

12
2 12/3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

本会議
（議案説明）
本会議
（議案説明）

本会議
議会運営委
本会議
議会運営委

本会議
（一般質問）
本会議
（一般質問）

議会運営委
常任委員会
議会報委

議会運営委
常任委員会
議会報委

議会報委議会報委

常任委員会
（審査）
常任委員会
（審査）

常任委員会
（審査）
常任委員会
（審査）

常任委員会
（採決）
常任委員会
（採決）

本会議
（採決）
本会議
（採決）

※日程は都合により変更になることがあります。

　市議会の定例会や委員会では、市民のみ
なさんのこれからの生活に直接関わる大切
な議案などについて議員が質疑を行い、慎
重に審議、決定しています。

議会を傍聴しませんか

傍聴人数推移

上段 :本会議　下段 :委員会

平成29年
12月定例会

平成30年
3月定例会 6月定例会 9月定例会

42人
0人

51人
2人

32人
1人

32人
1人

　「主要な施策の成果」をもとに執行部
に説明を求め、各事業の目的、内容、成
果を中心に、一所管に対して２時間を超
える活発な議論が交わされた。事業の執
行に当たり、今後に反映すべき意見も多
く出され十分な審査ができたと考える。
　一方では、審査の過程で決算審査にそ
ぐわない質疑などもあり、意義ある決算
審査とするためには、議会側（議員）も
質疑の内容を精査し、決算審査にふさわ
しいかを考え発言する必要がある。

　23 項目の幅広い政策・施策について、
15 名の議員と執行部とで活発な議論が
交わされた。７月の豪雨を受け、災害対
策に対する質問が複数の議員からなされ
たが、同一項目の質問などは事前に調整
する必要があるのではないか。
　また、所属委員会で説明を受け審議し
ている議案（事案）については、再度、ルー
ルを作るなどの改善が必要である。現状
の確認にとど
まる質問も見
受けられた
が、政策や施
策の提言に努
めることが望
ましい。

定例会の視点・論点定例会の視点・論点 議会運営委員会が９月定例会での
議論になった内容をお知らせします。

決算審査について1 一般質問について2
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議
案
審
議

一
般
質
問

議員と語ろう
議会報告会を開催しました

期　日 ：10月16日（ふれあい文化センター
）

　　　　　　 17日（春日北小学校きたっぴぃホ
ール）

内　容 ： ①議会活動報告（委員会報告）

　　　　 ②意見交換会

参加者 ：57人

一
般
質
問

　

定
例
会
の
視
点
・
論
点

議
会
報
告
会

決
算
認
定

特
別
会
計
決
算
認
定
・

一
般
質
問

　春
日
市
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
22
年
度
か
ら
毎
年
度
「
議
会

報
告
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
10
月
16
日
に
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
翌
17
日
は
春
日
北
小
学
校
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
の
後
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、議
員
が
進
行
役
と
な
り
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
頂
い

た
ご
意
見
は
取
り
ま
と
め
、
次
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご参加ありがとうございました。春日北小学校きたっぴぃホール(10月17日開催)でのご意見、

たくさんのご意見をいただきありがとうございました。
ふれあい文化センター（10/16開催）でのご意見をご紹介します。
（春日北小学校（10/17開催）分は次号でお知らせします。）

全2日間でいただいたご意見のまとめは、次号(平成31年２月15日発行)掲載予定です。

議会報告会で寄せら
れたご意見は、とりま
とめ議会で対応を協
議し、市へ伝え、回答
を求めるなど行い、
政策提言や議会活動
の改善に生かします。

グループでの
ご意見を一部
抜粋して掲載
しています
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と
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果
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グ
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、

議
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と
参
加
者
の

み
な
さ
ん
で
自
由
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
を
発
表

議
員
が
意
見
交
換
で
の
内
容
を
全
体
に

発
表
し
会
場
全
体
で
共
有
し
ま
し
た

閉
会

19時　20時30分 9/3 30分間40分間10分間

4月

Ｑ市議会からの
　説明や報告はＱ 意見交換会は Ｑ 年齢は

50歳代
8人

60歳代
14人

良かった
37人

よく
分かった
7人

だいたい
分かった
32人

分からな
かった
4人

良くなかった
4人

70歳代
以上
20人

未記入
12人

未記入
14人

未記入
16人

40歳代
3人

議
案
審
議
・
議
決
結
果

ご
意
見
は

市議会の、委員
会ごとの施策の
優先順位は。

学童保育の
支援員の欠
員問題は。

議会改革ランキングが上
昇したが、市議会は今後
どう取り組んでいくのか。

自治会未加入の
問題はどう取り
組んでいくのか。

市民にとって水に対する
心配は大きな関心事。

介護予防ボランティアポイン
ト制度のポイントの使いみち
が、総合スポーツセンター、
ナギの木苑の施設利用に限
られるので、使用できる範囲、
用途を広げてほしい。

障がいがある家族が
不在者投票に行くの
に、市庁舎の通路は
遠回りになっている。
障がいがある人の目
線で考えて欲しい。

那珂川宇美線は片側2車線に
なっていいが、無理なＵターン
をする危険性が高くなった。

視察に行くとどのように生かさ
れているのか具体的に説明を。

星見ヶ丘の子ど
もたちが増え、天
神山小の児童数
増加への対応は。

委員会傍聴時に閲
覧可能な審議資料
はあるが、持ち帰る
ことができる資料の
配布もお願いしたい。

ナギの木苑の
老朽化が心配。
36年たつ。複
合施設に建て
替えては。

本会議傍聴時の
アンケートにはど
う生かすのか。

右側通行して
いる自転車が
多いが、何らか
の対応をしても
らえないか。

今回のグループ
分けはとても話
しやすく良い。

須玖岡本遺跡という素晴ら
しい文化遺産があるのに発
信力が足りない。奴国の丘歴
史資料館を使用してのシン
ポジウムなど積極的な活用を。
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　近
年
、文
化
・
芸
能
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
若
い
人
た
ち
の
活

躍
が
素
晴
ら
し
い
。将
棋
の

藤
井
さ
ん
、卓
球
の
張
本
さ

ん
、伊
藤
さ
ん
や
平
野
さ
ん

な
ど
な
ど
。普
段
は
あ
ど
け

な
い
表
情
。戦
い
の
場
に
な

る
と
険
し
い
表
情
。つ
い
応

援
に
も
力
が
入
り
ま
す
。感

心
さ
せ
ら
れ
る
の
は
、勝
っ

て
も
負
け
て
も
き
ち
ん
と

相
手
の
話
を
聞
い
て
受
け

答
え
で
き
て
い
る
姿
。そ
し

て
何
よ
り
物
お
じ
し
な
い

強
い
精
神
力
。二
年
後
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。「
今
の

若
い
者
は
」と
つ
ぶ
や
く
時

代
は
終
わ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。本
市
か
ら
も
世

界
で
活
躍
す
る
人
材
が
輩

出
さ
れ
る
よ
う
若
い
人
た

ち
の
背
中
を
押
し
て
あ
げ

た
い
で
す
ね
。が
ん
ば
れ
若

人
！
が
ん
ば
れ
日
本
！

　

　
　
　
　

        

か
ず
ひ
ろ

増田 哲子さん（大和町在住）

春日市 写真連盟 写友会弥生
ます　だ　　てつ　こ

きかせて！ あなたの未来 vol.5市民の皆さんにお聞きします

かすがの
写真募集
します

　被写体には孫や人物をよく撮影し
ています。会の会員から募集要項の紹
介があったときに「人物が写っている
こと」がいいなと思い応募しました。

表紙写真応募のきっかけは？

　「かすが」、「春の日」という名前がい
いですね。大和町という名前も好きで
す。春日市に住んで30年になります
が、公園、緑が多く、住みやすいと感じ
ます。奴国の王墓が発見された春日市
は「日本の夜明け」と呼ばれていいか
もしれませんね。

春日市のここが好き！

　子どもからお年寄り、障がいがある方が安心し
て住めるまちづくりをお願いしたいです。子育て
世代の方も増えてきたと感じるので、女性が出産
後も働きやすいまちになってほしいと思います。

　大和町は南福岡駅からみると春日市の入り
口でもあるので、西側改札の新設や安全に人が
行き来できる遊歩道などの利便性が高まるこ
とを期待します。

春日市議会のここに期待しています

今回は数々のコンテストで多数受賞歴
をお持ちの増田さんから表紙写真をご
応募いただきました。ありがとうございま
した！

議会・議員
への関心が
増えました

議会や政治の
イメージが身近なものに
感じて、もっと関わりた
いと思いました

定例会以外
の活動を
見てみたい

「ボクも消防士」
昨年度消防フェアにて
撮影　増田哲子さん（大和町）
撮影者の紹介はＰ16へ

お孫さんと第58回西日本
フォトコンテスト文部科
学大臣賞受賞作品「ボク
もさかなクン」と一緒に

春
日
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
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定例会は
年に4回

3月12月

6月9月

平 成 3 0 年  

定例会9月

春
日
高
校
の
皆
さ
ん

春
日
市
議
会
は

い
か
が
で
し
た
か
？

　春
日
市
議
会
で
は
、議
会
事
務
局
で
の
勤
務
体
験

を
通
じ
、議
会
の
し
く
み
や
議
員
の
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
、実
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。


